
簡易センサによる歩行指標の推定を目指したアルゴリズムの開発

歩行指標の推定アルゴリズムの開発経緯

• 歩行指標は、臨床現場の歩行分析で有用性が高い指標である。

• 例えば、関節モーメントをリハビリテーションの前後で計測することにより、各関節の筋力（≒関節モーメント）が正しく使えるよう改善したか
否かの効果判定が可能となる。

• しかし、関節モーメントを計算するためには三次元動作解析装置・床反力計といった大型で高価な機器が必要である。

• そのため、この機器を用いて患者の関節モーメントを定量化している医療機関は少ない。

• 本研究の目的は、小型簡易センサで計測可能な限られた歩行情報（例えば、加速度・床反力）のみの情報から歩行中の関節モーメントを推定する
アルゴリズム（主成分分析と機械学習を応用）を開発することである。
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